
生活保護基準引き下げに連動　就学援助から外される子どもたち
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　2013年に生活保護基準が引き下げられたこ
とで、就学援助の所得基準を連動して引き下
げる自治体が…。横浜市では、その影響で就
学援助を受けられなかった子どもが977人に
のぼり、そのうち前年度は援助の対象だった

のに今年度は外された子どもが762人。
　入学準備や給食、部活、修学旅行などが補
助対象で、平均支給額は小学生で年６～10
万、中学生で３万～11万。「基本は自助」の
政治に黙っていられない！
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　９月20日・21日に開催された第30回定期全国大会では、私たちの働き
にくさの背景を押さえ、「仕方がない」で終わらせず、「おかしいことは
おかしい」と言う各地のとりくみが語られました。たたかいの中で学
び、たたかいを重ねて確信としていく、全国の教訓を交流する機会とな
りました。組織を拡大していくためには、組織の強化も必要だと確認
し、強く大きな福祉保育労をつくる意思統一をした大会となりました。

澤村書記長　討論のまとめ

第30回定期全国大会　

大会宣言（要旨）

特別決議（要旨）

仲間と「きずな」を深め
福祉保育労を大きくしよう

「平和こそ最大の福祉」
～�憲法を守り平和で人間らしく
生きる社会をめざそう！

　福祉と福祉労働が危機にさらさ
れている今、私たち福祉保育労の
運動が持つ役割はとても重要で
す。
　大会では、各地からの勇気づけ
られる発言に福祉保育労の役割、
魅力を実感しました。大会で報告
された各地の運動の教訓と、決定
した方針を確信にして、憲法25条
の風化を許さず、「福祉は権利」
実現のために、「みんなの一歩キ
ャンペーン」に取り組み、多くの
人たちとの共同で世論や政治を動
かしていきます。

　世界では国家間の紛争に武力に
よる介入が行われています。それ
は果てしない報復の連鎖を生み出
し、多くの犠牲を生んでいます。
　「戦争」と「福祉」は相容れま
せん。戦争が貧困を生み、貧困が
戦争を支える「負のスパイラル」
に陥る危険があります。
　たたかいはこれからです。「平
和こそ最大の福祉」の言葉を胸に、
「憲法を生かし、平和と福祉を守
る」運動を進めていきましょう。

９月
20日･21日
東京
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※全文はＨＰに掲載しています


